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まざまな動物群および植物における性差の実態,代替

戦術,今後の課題など。          (TK)

□その他

リンネと博物学.一大場達之 0斉藤明子 (編 )e1994.千

葉県立中央博物館,千葉.222 pp.¥2,000(税 込).現
在千葉中央博で行われている特別展,「 リンネと博物

学―自然誌科学の源流」の図録.最高のナチュラリス

ト,リ ンネ (木村陽二郎),分類学の黎明期における生

物分類と種概念 (直海俊一郎)ほか,関係論文・エッ
セーが 15篇掲載されている.「自然の体系」(初版)の

訳など,魚類学者にとっても貴重な情報も数多く含ま
れている.進化学関係者からはすでに高い評価を受け
ている。博物館のミュージアムショップを通じて入手

可能.                  (MM)
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New Catalog Numbers for the Type Specimens

of Dinematichthys randalli and D. megasoma

New catalog numbers for the type specimens of the two
bythitid species, Dinematichthys randalli and D. megasoma

described by Machida ( I 994), are redesignated as follows.
Institutional abbreviations follow Leviton et al. (1985).

Cat.No.in the

original description
New Cat. No.

バイカル湖―古代湖のフィール ドサイエンス。―森野

浩・宮崎信之 (編 )。 1994。 東京大学出版会,東京.viii

+267 pp.ISBN4-13‐ 066153‐ 1.¥3,502(税込).世界で

最も古く,最大の深度を誇り,「生きた進化の博物館」
とも称されるバイカル湖を舞台にしたナチュラルヒス

トリーの本。1991年以降の国際共同研究の経緯と,地

質,古環境,系統進化,生態系と物質循環・汚染など,

幅広い研究成果と今後の課題をまとめている.こ のう

ち,水生動物の種多様性と生態,進化を扱った章 (第
4章)では,莫大な種数のプランクトン類の分布と群
集動態,300種にも及ぶヨコエビ類の分類と由来,29
種のカジカ類の生態と系統進化,お よび淡水に生息す

る唯一の鰭脚類バイカルアザラシの形態 0生態と現生

種との類縁関係など,私たちにも直接関心のある話題
が掲載されている。            (AG)

and Dudley Point Reef, Darwin, Nothern Territory-L2"
25.2'5, 130"49.0'E (R. Williams, pers. comm.).

I thank J. E. Randall (BPBM) and R. Williams (NTM)
for their information.
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Holotype of D. randalli

Paratype of D. randalli

Holotype of D. megasoma

Paratypes of D. megasoma

Paratype of D. megasoma

BPBM 28305-1

BPBM 28305‐ 2

NTM S.11253-019-1

NTM S.11253‐ 019-2

NTM S 10417-023‐ 1

BPBM 28305

BPBM 35788

NTM S.11253-019

NTM S.11253-020

NTM S.10417-023

Exact locations which were not shown in the original
description of D. megasoma are: Table Head, Cobowg
Peninsula, Northern Territory-1 I " 14.6'5 , 132" lO.7'8,
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富永義昭博士を偲んで

Dr.Yoshiaki Tolninaga(1936-1994)

日本魚類学会評議員であり,魚類学雑誌編集委員

(196%1992)で あられた富永義昭さんは去る5月 3日 に

脳内出血のため 57歳で逝去されました.

富永さんは福岡県立修猶館高等学校を卒業 (1955)さ

れ,東京大学理学部生物学科を卒業後,さ らに大学院に

進み,理学部の助手として三浦半島の油壺にある臨海実

験所で勤務 (1963-1966)し ,1968年にハタンポ科魚類の

研究で理学博士の学位を取得されました.

その後,東京大学の総合研究資料館において魚類の研

究を続けると同時に,理学部の講師 (非常勤)を しなが

ら,家業である天洋水産,福岡運輸,福岡倉庫,横浜海

運,富永事務所,札幌低温運輸などの株式会社の代表取

締役あるいは社長として,ま さに超人的な活躍をされま

した.福岡と東京をこまめに往復され,素早く頭を切り

替えて生活しておられました.

私は1963年 にミシガン大学の留学から帰国し,ア メ

リカ合衆国国立自然史博物館のラクナー博士といっしょ

に油壺の臨海実験所を訪れ,初めて富永さんにお会いし

ました.そ の後, 日本魚類学会が設立され,魚類学雑誌

の編集を担当していた頃,富永さんの学位論文の印刷を

手伝いながら,洞察の鋭さと自由にほとばしるアイディ

アの数々に敬服しながら交わりを深めてまいりました。

1969年から魚類学雑誌の編集委員をお願いし,そ の後

23年間にわたって編集に力を尽くして下さいました.そ

の甲斐あって,魚類学雑誌は国際的にも高く評価される
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ようになり,国外からの投稿者も増え,世界の魚類学者

にとって無くてはならない存在にまで成長しました.

富永さんは編集には大変時間をかけ,原稿の内容を完

全に理解するまで読んでから不要と思われる部分を削除

し,親身になってすっきりした形に仕上げる努力を惜し

まなかったため, しばしば著者と議論を闘わせていまし

た.歯に衣を着せず,単刀直入に物をいう性格でしたの

で,若い日々には先輩の方々の原稿に遠慮なく手を入れ

ることも多く,私の気を揉ませることもよくありまし

た.

私とは趣味も性格も大いに違っていましたが,よ く一

緒に仕事をし, ともに語る日の多かったことを懐かしく

思い出します.三省堂からの日本産魚類大辞典の出版,

日本産魚類目録第一次,第二次資料の作成,ま た魚類学

雑誌索引の刊行には私費を投じて坂本一男,自井 滋の

両氏とともに努力されました.

同行 したモイヤー博士の三宅島の研究所の訪問,

ニュージーランドのウェリントン大学で開かれた第二回

太平洋・インド洋の魚類に関する国際研究会議での発表

など,つ いこの間のことのように思い出されます.

富永さんの魚類学上の関心は多岐にわたり,ハ タンポ

科の解剖に基づく分類と系統の解明,ス ズキロの類縁関

係,鰈の後部の形態比較, コモリウオ,キ ントキダイと

マトウダイ,ア カタチ科とアマダイ科の研究などにも手

をつけておられました。東大の魚類タイプ標本目録はや

がて藍澤,自井,坂本氏の努力によって完成されるで

しょう.資料の整理を通しての学問へのサービスにも熱

心で東大総合研究資料館所蔵文献目録 (1992),富永義昭

蔵書目録 (1993),冨 山一郎博士蔵書目録 (続行中)の作

成にも力を尽くされました.1967年から一時期を除き専

任教官のいない資料館の動物部門において,不足を私財

で補いながら標本の維持・管理を行なってこられまし

た。

富永さんは魚類の研究, 日本魚類学会,魚類学雑誌を

こよなく愛されると同時に,俳句,囲碁, コンピュータ

などの上達が早く,最近は魚類の化石にまで興味を示し

ておられました.酒を愛し,煙草を愛し,冗談を愛した,

自由奔放でユニークな魚類学者として,富永義昭博士,

富永さん,おとみさん,Dr.Yoshiaki Tominagaの お名前

と業績は国内外の魚類研究者によって今後も永く語り継

がれてゆくでありましょう.

(上野輝爾 Teruya Uyeno:〒 169東京都新宿区百人町

3-23-1 国立科学博物館分館)
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フィリピンの魚類に関する文献について

Literature on lFishes of the lPhilippines

ある日突然魚を突きつけられて「この魚は何という種

類ですか ?」 と尋ねられたとしよう.魚類を研究してい

るあなたは, どういう道筋で答えを捜すでしょうか。

①まずは何目の何科に属するのかを,今までの知識を

総動員して大体の検討をつけるでしょう。と同時

に ,

②きっとあなたは魚を持ち込んだ人に聞くでしょう,

「これはどこで採られた魚ですか ?」 と.

ここで 4通りのケースが考えられます.

1)① も②もハッキリしている.
2)①は大体の検討がつくが,②はわからない.
3)①はわからないが,②はハッキリしている.
4)①も②もハッキリしない.
さらに①と②に関する文献,すなわち

①ある特定の魚類分類群の分類学的研究, と

②ある特定の地域の魚類の分類学的研究

の有る・無しによっても上の4通りのケースがあてはま

ります.

これら4通りのうち,4)の場合にはどうしましょう?

知り合いの魚類分類学に精通している人にソーッと標本

を見てもらうか,「オレは魚類の分類が専門ではない !」

あるいは魚類の分類を専門としている人であれば「魚類

の同定は分類学なんかじゃない !」 などと言って開き直

るしかないでしょう (誤解を招くといけないので, ここ

で馬渡 [1994年 :動物分類学の論理多様性を認識する方

法,東京大学出版会の (5)同定作業,20～22ペ ージ]を

参照して下さい).

少し横道にそれましたが,同定作業としては①からの

アプローチ,すなわち 1)と 2)の ケースが正道かもしれ

ません (再度,馬渡 [上記文献]を参照して下さい).し

かし,『学問に王道無し』とはいいますが,②の “ある特

定の地域の魚類の分類学的研究"が有ることによって,

日の前に王道が開かれることは間違いないでしょう.ま

た3)の ケースでも何かの手がかりが得られるでしょう.

少し強引に引っ張ってきたというキライはあります

が, ここで特定の地域―そう東南アジアです.

「東南アジアの魚類を同定する際に手元に必要とする

文献を挙げて下さい」という内容のアンケートを,私の

所属する東京水産大学魚類学研究室の学生さんにお願い

しました.結果だけを,人気の高い順に並べますと三
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1.  Weber and de]Bcaufort a)Indo― Australian A.rchipel‐

ago;

2.Smithの タイの淡水魚 ;

3.Kottelat et al.の西インドネシアとスラウェシの淡

水魚 ;

4.Robertsの 西ボルネオの淡水魚,FAOの Species lden…

tincation Shects,Takiの ラオスの魚類でした。

研究室の教授の影響からか,淡水魚に関するものが多い

という偏った結果にはなりましたが, フィリピンの魚類

に関する文献はひとつも登場しませんでした.

やっとのことでフィリピンに到達しました.

フィリピンは西太平洋の島嶼部中央に位置し,北と南

は日本と大スンダ列島にはさまれ,ま た西側は南シナ海

を介して東南アジア大陸部に面しています.こ こで上に

掲げた文献からFAOの ものを除き,さ らに日本のもの

を加えれば,そのままフィリピンを取り巻く地理的な位

置関係に一致することに気が付きます。ということは,

フィリピンの魚類に関する文献があれば,東南アジアと
いう特定の地域の魚類の同定作業が楽になるとも考えら

れます.実際,私がフィリピンに三年間滞在したことも

あってか,「フィリピンの魚類を同定するのに何か良い

文献はないですか ?」 と尋ねられたことも一度ならずあ

ります.

さて前日上はこのくらいにします.

ここでは,今年の6,7,8月 とフィリピンのイロイロに

ある東南アジア漁業開発センター (SEAFDEC)に 滞在

する機会がありましたので,そ の間に目にしたフィリピ

ンの魚類に関する文献を紹介しますが,その前に二,三
のお断わりをしておきます.

まず,上記①の文献には日もくれません.こ れはある

特定の分類群で地域的にフィリピンを含むとなると膨大

な数になるからです.こ こではフィリピンに限ったある

特定の分類群に関する二,三の論文だけを紹介します.

さらに以下の2つ の論文については割愛します.こ れ

は,前者についてはその一部しか目を通していないとい

う理由で,ま た後者については膨大な数であるとともに

復刻版も出版されているからです。

Bull.UoS.Natno Mus.,1∞ に掲載されている Contribu‐

tiOns tO the biology of the iPhilippine Archipelago and

attacent regionsの シリーズ

Ph�ppine Journal of Scienceに 掲載された魚類関係の論

文 (1908～ 1958年の論文については the Smithsonian

lnstitution‐「rFI][Publications,Inc.か ら Thc Philippine

JOurnal of Sciencc lchthyological Papersと して 1969年
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に 3巻の復刻版が出版されている)

°
さらにここでは,チ ェックリストや魚類検索に有用な

文献だけでなく,魚名や魚類にまつわる文献についても

簡単に紹介します.

1)チ ェックリス ト
Jordan,I)。 S.and R。 ]E.Richardson。 1910. Checklist of the

Species ofFishes Known frorllthe Philippine Archipelago.

:P)ubl.No。  1,I〕epartinent of lnterior,]Bureau of Science,

Manila.78 pp.

フィリピンの魚類に関する最初の本格的なチェック リ

ス ト.合計 830種 が リス トされている.な お,本文献は
1965年に Thc Philippine Bureau of Science,Monographic

Publications of Fishesの中の 1論文 として,the Smithso―

nian lnstitution‐TFH Publications,Inc。 か ら復刻版が出版

されている。

Herre,A.Wo C.T。 1934.The Fishes of the Herre 1931

Philippine Expedition with Description of 17 New

Species. '・ rhe Newspaper]Enterprisc I_′ td.,IIong Kong。

196 pp.

合計 1021種が紹介されている.そ のうち34種の新種

(う ち 17種 はすでにCopeiaに発表済み)と 74種のフィ

リピン初記録種が含まれている.

Herre,A.W.lC.T.1953.Clheck List of Philippine Fishes.

Rescarch Report 20, ]Fish and Wildlife Service, U.S.

I]》epartlηtent of the lnterior.977 pp.

フィリピンの魚類をチェックする際には必ず使われる

文献.合計 2175種 の魚類がリストされている.

2)魚類を検索する
Rau,N.and A.IR.au。 1980。 (Conllnercial Marine Fishes of

the Central Philippines(Bony Fishes).GTZ(Gerinan

Agency for Technical Cooperation)。 623 pp.

ドイツの技術協力庁 (GTZ: 日本の JICA―国際協力

事業団一に相当する)か ら出版された本。主にセブ島周

辺の魚類,約 550種 を紹介している。このうち 400種は,

著者らによると,FAOの Species ldentincation Sheets br
Fishery Purposes(1974)に含まれていないとの事であ

る.著者らが述べているように,本書は魚類の safe iden‐

tincationを手助けする本として位置づけられている.

科の検索は外形に基づいて行うが,各科ごとに線画が

添えられている.ア ルファベット順に各科の特徴を紹介

し, さらに科内の属,種をアルファベット順に並べて紹
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介している.属,種への検索表はないが,各種ごとに線

画がついている.

Schroeder, Ro E. 1980。  IPhilippine Shore lFishes of the

Western Sulu Seao National Media lProduction iCenter,

Manila,Philippines.xvi― +266 pp.

著者は1976年から約 3年間,パ ラワン島の南パラワ

ン地区漁業局に,US Pcace Corpの 1員 として勤務した.

本書は主にパラワン島の沿岸域で採集した魚類によって

構成されている.合計 105科, 525種がカラー写真とと
もに紹介されている。前半は黒色をバックにしたカラー

写真,後半は各種の説明で,系統順に学名,英名, タガ
ログとヴィサヤ地方での俗名に続いて,Ecology,Diag“

nosis,Standard lengthの 解説がある.

Uinali,A.iF。 1936. Edible Fishes of Manila.Popular Bull。 ,

No.6,Conllnonwealth of the IPhilippines,I)epartinent of

Agriculture and Conllnerce, Manila, Manila lBureau of

Printing。  192 pp.

題名通り,マ ニラ (と くに市場)で採集した魚類のリ

ストとその解説書.古いわりにはよく調べられており,

各科への検索表と各科ごとに種の検索表がついている.

合計 145種を紹介しているが,種ごとに線画と簡単な説

明がある。

著者によれば,本書の対象は一般の魚類消費者,漁業

者,流通業者,遊漁者などである.Introductionで は,当

時 (1930年代)の マニラの市場の様子や,主要魚種の水

揚げ,流通事情なども紹介されており,なかなか興味深
い.

(C)onlu,P.V. 1986. Fishes:Guide to Philippine Flora and

Fauna, Volu」 ne IXo Natural iResources Managelment

Clenter,Ministry of Natural Resources,and University of

the lPhilippineso xx+495 pp.

フィリピンの動植物相を紹介するシリーズ本の第 9弾

(全体で 12巻 まである).本書では,主に 1976年 から
1980年のフィリピン各地での現地調査に基づいて,合計

427種 (21日 ,112科,235属)の魚類を紹介している.

著者は現在フィリピン大学ヴィサヤ校 (UniVerSity Of the

Ph�ppines in the Visayas)の水産学部長.

科,属,種の検索表はないが (ただし本書の最後の部

分にPictorial Key to the Families of Ph� ppine Fishesと い

う項を設け各科の簡単な線画を載せている),各種につ

いて,学名,英名と地方名,簡単な形態の記載,生物学,

分布,経済的有用性などを,線画あるいは他文献からの

複写絵とともに紹介している。
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本文ではいきなり種ごとに情報を羅列しているが,In…

troductionでは Taxonomic Listing of Speciesと いう表を

設け,各種の所属する属,科,亜目,日の情報を提供し

て
。
いる. さらに Philippine lchthyological Literature,Phil…

ippine Fishes, lFireshwater Species,]Endenlic Species, 
｀
Van…

ishing Speciesな どの項目を設け,フ ィリピンにおける魚

類の概要を説明しているのは,なかなか有用である.ち

なみに本書で紹介 している427種 (こ れには27種 の

フィリピン初記録を含む)は , これまでにフィリピンか

ら報告された魚種の約 20%であるとしている.

Anonyコoous. 1978.  Handbook on Field ldentincation of

]Fishes, lClrustaceans, Molluscs, Shells, and lnlportant

Aquatic iPlants.SCS inanual No. 1,I)epartinent of Nat‐

ural R、esources,BFAR and South(China Sca Fisheries

Development and Coordinating Programme, FAO′

UNDPノCIDA.xi+60 pp.

前文では水産生物のグルーピングと,それに対応する

英名,学名, フィリピン語のリストがある.本文では 1
ページに 1～2種の線画と簡単な特徴を記しているが,

本文

“

ページのうち魚類は43ページを占める.

I・Ierre, A. W。  1927.  Gobies of the Philippines and the

China Seao Monograph 23,Monographs of the lBureau

of Science,Manila,iPhilippine lslands.352 pp.,30 pls.

77属 172種のハゼが紹介されている。本文献は 1965

年に
′
rhc Philippine Bureau of Science,Monographic Pub‐

lications of Fishesの 中の 1論文として,the Smithsonian

lnstitution‐ TFH Publications,Inc。 から復刻版が出版され

ている.

Montalban,Ho R。  1927. :Pornacentridac of the lPhilippine

lslandso Monograph 24,Monographs of the lBureau of

Science,Manila,iPhilippine lslands。  117 pp., 19 pls.

78種のスズメダイ科魚類が紹介されている。本文献は

1965年に The Ph�ppine Bureau of Science,Monographic

Publications of Fishesの中の 1論文として,the Smithso‐

nian lnstitution―TFH Publications,Inc.か ら復刻版が出版

されている。

Kohno, H., M. Duray and Po Sunyoto. 1990。   A Field

(1)uide to Groupers of Southeast Asia。 (Central Rescarch

lnstitute br Fishe� es(Indonesia),PHP′ KAN′PT.No.

14ノ 1990 Jakana.27 pp.

合計 46種のハタ (ハ タ亜科)が紹介されている。文献

のタイトルは東南アジアのハタで,ま たインドネシアで

出版された文献ではあるが,ほ とんどがフィリピンで採

会員通信 O News&Comments

集 した個体に基づいているため, ここに紹介する.

前半は体色とそのパターンによる検索で各種類が同定

されるように工夫されており,後半はすべての種類のカ

ラー写真からなる.各種類については簡単な形態的特徴
も述べられている.文献は general aspects,taxonomy,
aquaculture― general, aquaculture aspects Of respective

groupers に分けて纏められており, なかなか便利であ
る.

3)魚名を調べる
I・Ierre,A.W。 1948. ]English and]Local Conll■ on Nannes of

Philippine Fishes.Circular 14,UoS.:D)ept.Interior,Fish

and Wildl.Serv.vi―+128 pp.

フィリピン産の魚類について,そ の英語名からタガロ

グなどフィリピンの 10言語による俗名および学名が引

ける.ま た俗名から英語,学名の検索も可能 .

Anonyn■ ous. 1984. Standardized narnes of edible lPhilip_

pine nsh。  IPhilippine]Fisheries Annual,Philippine lFish―

eries Developコ nent Authority, 1984:82-85。

フィリピン漁業開発局 (PFDA)か ら年に 1回刊行さ

れる定期刊行物の中の 1論文.フ ィリピン産魚類の英語

―主要言語 (都市)での地方名一学名の一覧表.フ ィリ

ピンの統計はここに示された地方名に依っていることが

多い.さ らに本稿に続いて (8←98 pp.),魚 種別の主要漁

港での水揚げ量などの水産統計が示されている.

4)そ の他の文献
UInali,A.F。  1950. Guide to the Classincation of Fishing

Gear in the iPhilippines. Research iReport 17,Fish and

Wildle Serv.,IJ.S.I)ept.of the lnterioro iv―卜165 pp.

フィリピンでの主要 な漁具の説明書.主要漁具の分

類,イ ラス ト,各部分の名称などが以下の見出 しに沿 っ

て,要領よくかなり詳 しく研究 されている三Basic classi―

lcation of nshing gear;Key to the identincation of classes

of fishing gear; Deinitions and illustrations of classes of

ishing gear;Classification of Philippine nshing gear;Glos―

sary of Philippine nshing gear.

de Castro,L.V.1987. The nshlore of Western Visayas.

IE)anyag,Journal of Studies in the Social Sciences and

I‐Iuコnanities,Education,and the]Basic and Applied Sci…

enCeS,UniVerSity Of the PhilippineS in the ViSayaS,III(1ノ

2):9併 109。

西ヴィサヤ地方 (パナイ島,ネ グロス島などからなる)

に伝わる魚にまつわる伝説の集大成。
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Herre,A.W。  1935. Philippine Fish″ rales.0)riental Clolnl…

mercial Company,Inc.xix+302 pp.(1952年 に Do P.

Perez Company,Manilaが 復刻版を出している)。

フィリピンの魚を紹介する本.対象は子供たちあるい

は大人になった元子供たち。魚をグループごとに取り上

げ,そ の生物学だけでなく,人との関わりやそれにまつ

わる話などをやさしく解説している.写真,絵 も多く使
われ,ま た所々にWords br studyと Questionsが設けら

れ,読みながら魚のことを勉強するように工夫されてい

る (例えばハタの項の後ろには,Questionsと して「De―

sc�be the lapo‐ lapo(ハ タの地方名)」 とか「Why is the

large lapo‐lapo greatly tared by nshermen?」 とかの設問

がある).

IIerre,Ao W。 1938.Stories of Philippine Fishes.()riental

Commercial Company,Inc.xx+288 pp.(1952年 に D。

P.Perez Company,Manilaが復刻版を出している).

フィリピンの Agapitoと いう少年を主役とした物語.

海,渚,砂浜,そ して熱帯の魚たちと少年との触れ合い

を,物語として綴った本.対象は小学生位で,各章には

問題が設定されており,楽 しみながら勉強する副読本と

いった本.

本書の成立ちは,著者がフィリピンでの魚類の研究を

とおして学んだサカナたちの生活にヒントを得て,少 し

魚 類 学 雑 誌
41(3):35,358,19%

1"4年度第 1回役員会

1994年 5月 12日 (木).於 東京水産大学資源育成学
科会議室.出席者:沖山,尼岡,松浦,佐野,宮,河野,

馬場,大竹,林,瀬能,藤田.

役員会のメンバーが大幅に代わったため,自己紹介後

に役員会が開かれた.

1。 前回議事録の確認.

2.報告事項 会長:国際生物学賞の候補研究者 (系
統 0分類分野)と して,名誉会員の John Eo Randall

づつ書きためたものであるという (詩もちりばめられて

いる).本書の Prefaceを読むと,Herreと いう人がいか

にフィリピンの自然,人々を愛していたのかがよくわか

る (例えば,「世界中でフィリピンほど美しくまた奇抜な

魚が見られる所はない」とか「色々な地方の漁師,真珠

採りの潜水夫だけでなく農家の人々から多くのことを学

んだ」とか…).

これらの文献がフィリピンの魚類に関するもののすべ

てであるとは考えていません.む しろ今回は短期間に私
の目に触れたものを収集したもので,ま だまだ有用な文

献があるものと思います.読者の皆さんのお手元にも,

「なんだ,これも知らないのか」とか「私はコレでフィリ

ピンの魚類を同定しました」といった文献がありました

ら,是非ともお教えください.

なお最後になりましたが,文献の収集にご協力いただ

いた東京水産大学魚類学研究室の多紀保彦教授と学生の

皆さん,国立科学博物館の松浦啓一博士および東南アジ

ア漁業開発センター図書館の Ms.Amelia Arisolaに深謝

いたします.

(河野 博 Hiroshi Kohno:〒 108東京都港区
港南←5-7 東京水産大学魚類学研究室)

博士を推薦した.編集委員,評議員で活躍された富

永義昭氏が 5月 3日 に逝去された.ご冥福を祈ると

ともに,学会から弔電を喪主にさしあげた.編集 :

41巻 1号は5月 20日発行の予定.掲載論文 15篇 .

手持ち原稿 53篇.会計:1994年度年会収支決算報

3.1994年度年会の反省:総会出席者が少ないための対

策として講演後に引き続いて総会を開いたが,例年
と変わらず,今後の検討が必要.サ テライト研究集

会の企画を魚雑で公募する.休憩室の騒音が講演室
に影響しないような工夫,プロジェクターなどの機

器の更新など意見が出され,今後検討することにし

た.

4.魚類学雑誌が 2年後に欧文誌,和文誌になるが,そ
の表紙とjournal名をどうするか,次回の役員会ま

会    言己・ Proceedings
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